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※ 当 日 券 の 販 売 は ご ざ い ま せ ん 。

※ 就 学 前 の お 子 様 の 同 伴 ・ 入 場 は で き ま せ ん の で 、 ご 了 承 く だ さ い 。

※ ス ケ ジ ュ ー ル ・ 曲 目 ・ 出 演 者 等 は 都 合 に よ り 変 更 と な る 場 合 が あ り ま す の で 、

ご 了 承 く だ さ い 。

東 京 藝 術 大 学 奏 楽 堂
1 4 :1 5 O p e n /1 5 :0 0 St a r t

2 0 2 1 年 1 1 月 2 8 日 (日 )2, 0 0 0 円 〔 全 席 指 定 〕

入 場 料

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 拡 大 防 止 の た め 、 出 演 者 ・ ス タ ッ フ の 体 調 管 理 、 入 場 者

の 制 限 、 換 気 強 化 等 の 対 策 に 取 り 組 ん で お り ま す 。 ご 来 場 の お 客 様 に も 体 調 管

理 、 手 指 消 毒 、 マ ス ク 着 用 等 に ご 協 力 を お 願 い い た し ま す 。 な お 、 「 3 7. 5 ℃ 以 上

の 発 熱 、 咳 ・ 呼 吸 困 難 、 体 調 に 不 安 の あ る 方 」 、 「 マ ス ク を 着 用 さ れ な い 方 」 、

そ の 他 対 策 に ご 協 力 い た だ け な い 場 合 は 、 主 催 者 の 判 断 に よ り 入 場 を お 断 り い た

し ま す 。 最 新 情 報 は 藝 大 ホ ー ム ペ ー ジ で ご 確 認 く だ さ い 。

[  お 問 い 合 わ せ ]  東 京 藝 術 大 学 演 奏 藝 術 セ ン タ ー  T E L ： � � �- � � � �- � � � �  |  東 京 藝 術 大 学 ホ ー ム ペ ー ジ 　 htt p s: / / w w w. g ei d ai. a c.j p 主 催 ： 東 京 藝 術 大 学 演 奏 藝 術 セ ン タ ー ・ 東 京 藝 術 大 学 音 楽 学 部

※ 車 椅 子 を ご 利 用 の お 客 様 は 、 ヴ ォ ー ト ル ・ チ ケ ッ ト セ ン タ ー 　 T E L ： 0 3 - 5 3 5 5 - 1 2 8 0 （ 平 日 1 0  時 ～ 1 8  時 ） ま で お 問 い 合 わ せ く だ さ い 。
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J . ハ イ ド ン （ 河 野 文 昭 編 曲 ） / バ リ ト ン 三 重 奏 曲 ハ 長 調 H o b. Ⅺ ： 1 0 1

W. F .  フ ィ ッ ツ ェ ン ハ ー ゲン / 演 奏 会 用 ワ ル ツ ニ 長 調 o p. 3 1

F.  ラ ハ ナ ー / ５ つ の チ ェ ロ の た め の “ エ レ ジ ー ” 嬰 ヘ 短 調 o p. 1 6 0

P . ブ ー レ ー ズ / “ メ サ ジ ェ ス キ ス ” ～ 独 奏 チ ェ ロ と ６ つ の チ ェ ロ の た め の ～

G .フ ォ ー レ (ヴ ィ リ ア ン ク ー ル 編 )/  “ エ レ ジ ー ” ハ 短 調 o p. 2 4
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※ 就 学 前 の お 子 様 の 同 伴 ・ 入 場 は で き ま せ ん の で 、 ご 了 承 く だ さ い 。
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～ 究 極 の チ ェ ロ ア ン サ ン ブ ル ～

泉 優 志 　 Y u s hi I z u mi

6 歳 よ り チ ェ ロ を 始 め る 。 第 8 9 回 日 本 音 楽 コ ン ク ー ル チ ェ ロ

部 門 第 3 位 、 E. ナ カ ミ チ 賞 受 賞 。 2 0 2 0 年 東 京 藝 術 大 学 内 に て

福 島 賞 受 賞 。 2 0 2 1 年 度 青 山 音 楽 財 団 奨 学 生 。 現 在 、 東 京 藝 術

大 学 音 楽 学 部 3 年 次 在 学 中 。 中 木 健 二 氏 に 師 事 。

神 倉 辰 侑 　 S hi n s u k e  K a mi k u r a

大 阪 府 出 身 。 6 歳 よ り チ ェ ロ を は じ め 、 太 田 真 実 、 林 俊 昭 、

K. シ ュ ト ル ク 、 苅 田 雅 治 、 河 野 文 昭 各 氏 に 師 事 。 和 歌 山 音 楽

コ ン ク ー ル 、 札 幌 ジ ュ ニ ア コ ン ク ー ル 第 1 位 、 ド イ ツ ・ ム ジ

ツ ィ ー ル ト コ ン ク ー ル 第 3 位 。 現 在 、 東 京 藝 術 大 学 大 学 院 修

士 課 程 2 年 在 学 中 。

北 垣 彩 　 A y a Ki t a g a ki

令 和 元 年 度 文 化 庁 新 進 芸 術 家 海 外 研 修 員 と し て ラ イ プ ツ ィ ヒ

音 楽 演 劇 大 学 修 士 課 程 を 首 席 で 修 了 。 東 京 藝 術 大 学 修 士 課 程

修 了 。 第 2 4 回 姫 路 パ ル ナ ソ ス 音 楽 コ ン ク ー ル 第 1 位 及 び 池 辺

晋 一 郎 特 別 賞 な ど 受 賞 多 数 。 林 裕 、 山 崎 伸 子 、 中 木 健 二 、 P.

ヘ ル 、 C. ギ ガ ー 各 氏 に 師 事 。

河 野 明 敏 　 A ki t o s hi K o n o

京 都 市 立 芸 術 大 学 を 経 て 、 東 京 藝 術 大 学 大 学 院 修 士 課 程 を 修

了 。 こ れ ま で に 加 治 誠 子 、 宮 田 浩 久 、 上 村 昇 、 河 野 文 昭 の 各

氏 に 師 事 。 第 1 回 杉 並 公 会 堂 ベ ヒ シ ュ タ イ ン 室 内 楽 コ ン ク ー

ル に て 第 1 位 お よ び 審 査 員 特 別 賞 を 受 賞 。

高 木 優 帆 Y u h o T a k a gi

愛 知 県 出 身 。 ザ ル ツ ブ ル ク ・ モ ー ツ ァ ル ト 国 際 室 内 楽 コ ン

ク ー ル に て 最 高 位( 二 位) 受 賞 。 ド ヴ ォ ル ザ ー ク 、 シ ュ ー マ ン

の チ ェ ロ 協 奏 曲 を オ ー ケ ス ト ラ と 共 演 。 現 在 、 東 京 藝 術 大 学 4

年 次 在 学 中 。 チ ェ ロ を 故 山 田 知 野 子 、 上 森 祥 平 、 河 野 文 昭 の

各 氏 に 師 事 。

田 上 史 奈 　 F u mi n a T a g a mi

第 7 1 回 全 日 本 学 生 音 楽 コ ン ク ー ル 東 京 大 会 に て 第 1 位 受 賞 。

ま た 第 3 9 回 草 津 夏 期 国 際 音 楽 ア カ デ ミ ー に て 音 楽 監 督 賞 受

賞 。 東 京 藝 術 大 学 附 属 音 楽 高 等 学 校 を 経 て 、 現 在 東 京 藝 術 大

学 4 年 次 在 学 中 。 中 木 健 二 氏 に 師 事 。

波 多 野 太 郎 　 T a r o  H a t a n o

7 歳 か ら ピ ア ノ を 森 裕 子 氏 、 チ ェ ロ を 山 本 祐 ノ 介 氏 に 師 事 。 ビ

バ ホ ー ル チ ェ ロ コ ン ク ー ル 井 上 賞 受 賞 。 東 京 藝 術 大 学 附 属 音

楽 高 等 学 校 、 東 京 藝 術 大 学 を 経 て 、 現 在 同 大 学 院 修 士 課 程 1 年

次 在 学 中 。 中 木 健 二 氏 に 師 事 。

原 宗 史 　 S o s hi H a r a

9 歳 よ り チ ェ ロ を 始 め る 。 第 1 回 P- N E X T チ ェ ロ コ ン ク ー ル 準

グ ラ ン プ リ 及 び 豊 田 市 教 育 委 員 会 賞 、 豊 田 市 文 化 振 興 財 団 賞

受 賞 。 第 2 5 回 み え 音 楽 コ ン ク ー ル 弦 楽 部 門 第 1 位 及 び 三 重 県

知 事 賞 受 賞 。 現 在 、 東 京 藝 術 大 学 別 科 1 年 次 在 学 中 。 中 木 健

二 氏 に 師 事 。

藤 森 洸 一 　 K oi c hi  H uji m o ri

1 2 歳 よ り チ ェ ロ を 始 め る 。 第 7 3 回 全 日 本 学 生 音 楽 コ ン ク ー ル

東 京 大 会 大 学 の 部 第 1 位 。 第 1 4 回 ビ バ ホ ー ル チ ェ ロ コ ン ク ー

ル 第 6 位 。 松 波 恵 子 、 河 野 文 昭 、 渡 邉 辰 紀 の 各 氏 に 師 事 。 現

在 、 東 京 藝 術 大 学 4 年 次 在 学 中 。

山 本 大 　 D ai Y a m a m o t o

第 1 4 回 ビ バ ホ ー ル チ ェ ロ コ ン ク ー ル  第 4 位 。 令 和 元 年 度 音

楽 大 学 卒 業 生 演 奏 会 （ 皇 居 内 桃 華 楽 堂 ） に 出 演 。 モ ー ニ ン グ

コ ン サ ー ト に て 藝 大 フ ィ ル ハ ー モ ニ ー 管 弦 楽 団 と 共 演 。 現

在 、 東 京 藝 術 大 学 大 学 院 修 士 課 程 １ 年 在 学 中 。 中 木 健 二 氏 に

師 事 。

東 京 藝 術 大 学 を 経 て パ リ 国 立 高 等 音 楽 院 、 ス イ ス ・ ベ ル

ン 芸 術 大 学 ソ リ ス ト ・ デ ィ プ ロ マ コ ー ス の 両 校 を 首 席 で

卒 業 。 第 5 回 ル ト ス ワ フ ス キ 国 際 チ ェ ロ ・ コ ン ク ー ル 第 1

位 受 賞 。 第 1 回 N ot e et Bi e n 国 際 フ ラ ン ス 音 楽 コ ン ク ー ル

で グ ラ ン プ リ な ら び に ド ビ ュ ッ シ ー 特 別 賞 、 ブ ー レ ー ズ

特 別 賞 を 受 賞 。 紀 尾 井 ホ ー ル 室 内 管 弦 楽 団 メ ン バ ー 。 東

京 藝 術 大 学 音 楽 学 部 准 教 授 。 使 用 楽 器 は N P O 法 人 イ エ

ロ ー ・ エ ン ジ ェ ル よ り 貸 与 さ れ て い る 1 7 0 0 年 製 ヨ ー ゼ

フ ・ グ ァ ル ネ リ 。

中 木 健 二 　 K e nji N a k a gi

1 9 7 9 年 京 都 市 立 芸 術 大 学 音 楽 学 部 卒 業 。 文 化 庁 派 遣 芸

術 家 在 外 研 修 員 と し て ロ ス ア ン ジ ェ ル ス に 留 学 後 、

ウ ィ ー ン 国 立 音 楽 大 学 に 学 ぶ 。 1 9 8 1 年 日 本 音 楽 コ ン

ク ー ル 第 1 位 。 大 阪 府 文 化 祭 賞 、 京 都 府 文 化 賞 功 労 賞 他

を 受 賞 。 2 0 1 7 年 京 都 市 文 化 功 労 者 。 現 在 、 ア ン サ ン ブ

ル o f ト ウ キ ョ ウ 、 東 京 ク ラ イ ス ア ン サ ン ブ ル 、 A OI （ 静

岡 音 楽 館 ） ・ レ ジ デ ン ス ・ ク ヮ ル テ ッ ト の メ ン バ ー 。 東

京 藝 術 大 学 音 楽 学 部 教 授 ・ 演 奏 藝 術 セ ン タ ー 長 。 使 用 楽

器 は N. リ ュ ポ ー （“ E x M e r c a di e r” 1 8 2 2 ） 。

河 野 文 昭 　 　 F u mi a ki K o n o 

人 間 の 声 域 に 最 も 近 い 音 域 を 奏 で る 弦 楽 器 ～ チ ェ ロ ～ 。 こ の 楽 器 に は 底 知 れ ぬ 魅 力 が 潜 ん で い ま す 。

　 ア ン サ ン ブ ル で は 低 音 域 か ら ハ ー モ ニ ー を 支 え る 大 黒 柱 と し て 、 ま た メ ロ デ ィ ー を 奏 で れ ば 豊 か な カ ン タ ー

ビ レ が 響 き 渡 り 、 リ ズ ム セ ク シ ョ ン と し て も キ レ の 良 い ア ー テ ィ キ ュ レ ー シ ョ ン は 打 楽 器 に も 劣 り ま せ ん 。 そ

の 多 岐 に わ た る 魅 力 か ら 《 チ ェ ロ に 不 可 能 は な い ！ 》 と 言 わ れ る ほ ど 、 多 彩 な 可 能 性 を 秘 め て い ま す 。

　 同 族 楽 器 の ア ン サ ン ブ ル と し て は 珍 し い こ の 編 成 に 、 国 境 や 時 代 を 超 え て チ ェ リ ス ト や 作 曲 家 が 注 目 し 、 数 多

く の 作 品 を 残 し ま し た 。 古 典 か ら 現 代 音 楽 に 至 る ま で の 幅 広 い レ パ ー ト リ ー を 究 極 の 響 き に の せ て 、 そ の 魅 力

を 存 分 に お 楽 し み く だ さ い 。

東 京 藝 術 大 学

中 木 健 二  東 京 藝 術 大 学 音 楽 学 部 器 楽 科 准 教 授

〒 1 1 0- 8 7 1 4 　 東 京 都 台 東 区 上 野 公 園  1 2- 8

東 京 藝 術 大 学 奏 楽 堂

交 通 の ご 案 内

■ J R  上 野 駅 （ 公 園 口 ） ・ 鶯 谷 駅 （ 南 口 ） 、 東 京 メ ト ロ 千 代 田 線 根 津 駅 よ り 徒 歩 1 0 分

■ 京 成 線 京 成 上 野 駅 、 東 京 メ ト ロ 日 比 谷 線 ・ 銀 座 線 上 野 駅 よ り 徒 歩 1 5 分

※ 駐 車 場 は ご ざ い ま せ ん の で 、 お 車 で の ご 来 場 は ご 遠 慮 く だ さ い 。

会 場 ［ 大 学 構 内 ］

デ ザ イ ン ： 田 上 碧 （ 演 奏 藝 術 セ ン タ ー 教 育 研 究 助 手 ）

弦 楽 シ リ ー ズ 2 0 2 1

9 歳 よ り チ ェ ロ を 始 め る 。 第 1 回 P- N E X T チ ェ ロ コ ン ク ー ル 準

グ ラ ン プ リ 及 び 豊 田 市 教 育 委 員 会 賞 、 豊 田 市 文 化 振 興 財 団 賞

受 賞 。 第 2 5 回 み え 音 楽 コ ン ク ー ル 弦 楽 部 門 第 1 位 及 び 三 重 県

知 事 賞 受 賞 。 現 在 、 東 京 藝 術 大 学 別 科 1 年 次 在 学 中 。 中 木 健

第 1 4 回 ビ バ ホ ー ル チ ェ ロ コ ン ク ー ル  第 4 位 。 令 和 元 年 度 音

楽 大 学 卒 業 生 演 奏 会 （ 皇 居 内 桃 華 楽 堂 ） に 出 演 。 モ ー ニ ン グ

コ ン サ ー ト に て 藝 大 フ ィ ル ハ ー モ ニ ー 管 弦 楽 団 と 共 演 。 現

在 、 東 京 藝 術 大 学 大 学 院 修 士 課 程 １ 年 在 学 中 。 中 木 健 二 氏 に

人 間 の 声 域 に 最 も 近 い 音 域 を 奏 で る 弦 楽 器 ～ チ ェ ロ ～ 。 こ の 楽 器 に は 底 知 れ ぬ 魅 力 が 潜 ん で い ま す 。人 間 の 声 域 に 最 も 近 い 音 域 を 奏 で る 弦 楽 器 ～ チ ェ ロ ～ 。 こ の 楽 器 に は 底 知 れ ぬ 魅 力 が 潜 ん で い ま す 。人 間 の 声 域 に 最 も 近 い 音 域 を 奏 で る 弦 楽 器 ～ チ ェ ロ ～ 。 こ の 楽 器 に は 底 知 れ ぬ 魅 力 が 潜 ん で い ま す 。人 間 の 声 域 に 最 も 近 い 音 域 を 奏 で る 弦 楽 器 ～ チ ェ ロ ～ 。 こ の 楽 器 に は 底 知 れ ぬ 魅 力 が 潜 ん で い ま す 。

　 ア ン サ ン ブ ル で は 低 音 域 か ら ハ ー モ ニ ー を 支 え る 大 黒 柱 と し て 、 ま た メ ロ デ ィ ー を 奏 で れ ば 豊 か な カ ン タ ー　 ア ン サ ン ブ ル で は 低 音 域 か ら ハ ー モ ニ ー を 支 え る 大 黒 柱 と し て 、 ま た メ ロ デ ィ ー を 奏 で れ ば 豊 か な カ ン タ ー　 ア ン サ ン ブ ル で は 低 音 域 か ら ハ ー モ ニ ー を 支 え る 大 黒 柱 と し て 、 ま た メ ロ デ ィ ー を 奏 で れ ば 豊 か な カ ン タ ー　 ア ン サ ン ブ ル で は 低 音 域 か ら ハ ー モ ニ ー を 支 え る 大 黒 柱 と し て 、 ま た メ ロ デ ィ ー を 奏 で れ ば 豊 か な カ ン タ ー　 ア ン サ ン ブ ル で は 低 音 域 か ら ハ ー モ ニ ー を 支 え る 大 黒 柱 と し て 、 ま た メ ロ デ ィ ー を 奏 で れ ば 豊 か な カ ン タ ー　 ア ン サ ン ブ ル で は 低 音 域 か ら ハ ー モ ニ ー を 支 え る 大 黒 柱 と し て 、 ま た メ ロ デ ィ ー を 奏 で れ ば 豊 か な カ ン タ ー

ビ レ が 響 き 渡 り 、 リ ズ ム セ ク シ ョ ン と し て も キ レ の 良 い ア ー テ ィ キ ュ レ ー シ ョ ン は 打 楽 器 に も 劣 り ま せ ん 。 そビ レ が 響 き 渡 り 、 リ ズ ム セ ク シ ョ ン と し て も キ レ の 良 い ア ー テ ィ キ ュ レ ー シ ョ ン は 打 楽 器 に も 劣 り ま せ ん 。 そビ レ が 響 き 渡 り 、 リ ズ ム セ ク シ ョ ン と し て も キ レ の 良 い ア ー テ ィ キ ュ レ ー シ ョ ン は 打 楽 器 に も 劣 り ま せ ん 。 そビ レ が 響 き 渡 り 、 リ ズ ム セ ク シ ョ ン と し て も キ レ の 良 い ア ー テ ィ キ ュ レ ー シ ョ ン は 打 楽 器 に も 劣 り ま せ ん 。 そビ レ が 響 き 渡 り 、 リ ズ ム セ ク シ ョ ン と し て も キ レ の 良 い ア ー テ ィ キ ュ レ ー シ ョ ン は 打 楽 器 に も 劣 り ま せ ん 。 そビ レ が 響 き 渡 り 、 リ ズ ム セ ク シ ョ ン と し て も キ レ の 良 い ア ー テ ィ キ ュ レ ー シ ョ ン は 打 楽 器 に も 劣 り ま せ ん 。 そビ レ が 響 き 渡 り 、 リ ズ ム セ ク シ ョ ン と し て も キ レ の 良 い ア ー テ ィ キ ュ レ ー シ ョ ン は 打 楽 器 に も 劣 り ま せ ん 。 そ

の 多 岐 に わ た る 魅 力 か ら 《 チ ェ ロ に 不 可 能 は な い ！ 》 と 言 わ れ る ほ ど 、 多 彩 な 可 能 性 を 秘 め て い ま す 。の 多 岐 に わ た る 魅 力 か ら 《 チ ェ ロ に 不 可 能 は な い ！ 》 と 言 わ れ る ほ ど 、 多 彩 な 可 能 性 を 秘 め て い ま す 。の 多 岐 に わ た る 魅 力 か ら 《 チ ェ ロ に 不 可 能 は な い ！ 》 と 言 わ れ る ほ ど 、 多 彩 な 可 能 性 を 秘 め て い ま す 。の 多 岐 に わ た る 魅 力 か ら 《 チ ェ ロ に 不 可 能 は な い ！ 》 と 言 わ れ る ほ ど 、 多 彩 な 可 能 性 を 秘 め て い ま す 。の 多 岐 に わ た る 魅 力 か ら 《 チ ェ ロ に 不 可 能 は な い ！ 》 と 言 わ れ る ほ ど 、 多 彩 な 可 能 性 を 秘 め て い ま す 。の 多 岐 に わ た る 魅 力 か ら 《 チ ェ ロ に 不 可 能 は な い ！ 》 と 言 わ れ る ほ ど 、 多 彩 な 可 能 性 を 秘 め て い ま す 。の 多 岐 に わ た る 魅 力 か ら 《 チ ェ ロ に 不 可 能 は な い ！ 》 と 言 わ れ る ほ ど 、 多 彩 な 可 能 性 を 秘 め て い ま す 。

　 同 族 楽 器 の　 同 族 楽 器 の ア ン サ ン ブ ル と し て は 珍 し い こ の 編 成 にン サ ン ブ ル と し て は 珍 し い こ の 編 成 にン サ ン ブ ル と し て は 珍 し い こ の 編 成 に 、、 国 境 や 時 代 を 超 え て チ ェ リ ス ト や 作 曲 家 が 注 目 し 、 数 多国 境 や 時 代 を 超 え て チ ェ リ ス ト や 作 曲 家 が 注 目 し 、 数 多国 境 や 時 代 を 超 え て チ ェ リ ス ト や 作 曲 家 が 注 目 し 、 数 多

く の 作 品 を 残 し ま し た 。 古 典 か ら 現 代 音 楽 に 至 る ま で の 幅 広 い レ パ ー ト リ ー を 究 極 の 響 き に の せ て 、 そ の 魅 力く の 作 品 を 残 し ま し た 。 古 典 か ら 現 代 音 楽 に 至 る ま で の 幅 広 い レ パ ー ト リ ー を 究 極 の 響 き に の せ て 、 そ の 魅 力く の 作 品 を 残 し ま し た 。 古 典 か ら 現 代 音 楽 に 至 る ま で の 幅 広 い レ パ ー ト リ ー を 究 極 の 響 き に の せ て 、 そ の 魅 力く の 作 品 を 残 し ま し た 。 古 典 か ら 現 代 音 楽 に 至 る ま で の 幅 広 い レ パ ー ト リ ー を 究 極 の 響 き に の せ て 、 そ の 魅 力く の 作 品 を 残 し ま し た 。 古 典 か ら 現 代 音 楽 に 至 る ま で の 幅 広 い レ パ ー ト リ ー を 究 極 の 響 き に の せ て 、 そ の 魅 力く の 作 品 を 残 し ま し た 。 古 典 か ら 現 代 音 楽 に 至 る ま で の 幅 広 い レ パ ー ト リ ー を 究 極 の 響 き に の せ て 、 そ の 魅 力く の 作 品 を 残 し ま し た 。 古 典 か ら 現 代 音 楽 に 至 る ま で の 幅 広 い レ パ ー ト リ ー を 究 極 の 響 き に の せ て 、 そ の 魅 力

を 存 分 に お 楽 し み く だ さ い 。を 存 分 に お 楽 し み く だ さ い 。を 存 分 に お 楽 し み く だ さ い 。
中 木 健 二  東 京 藝 術 大 学 音 楽 学 部 器 楽 科 准 教 授中 木 健 二  東 京 藝 術 大 学 音 楽 学 部 器 楽 科 准 教 授中 木 健 二  東 京 藝 術 大 学 音 楽 学 部 器 楽 科 准 教 授


